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墨田区女性と男性の共同参画基本条例

Ｑ なぜ、
条例が必要なの？

一人ひとりが自分らしく生きる
社会の実現をめざして

一人ひとりが伸び伸びと自分らしく生活できる社会を築

いていくためには、性別にかかわりなく個性と能力を十分

発揮できる男女共同参画社会の実現が必要です。

区では、これまで男女共同参画社会の形成に向けてさま

ざまな取り組みを進めてきました。

しかし、家庭や職場、地域、学校等では、性別による固

定的な役割分担や慣行が今も存在しています。

女性も男性も性別により差別されることなく、その個性

と能力を十分に発揮して、一人ひとりが輝く男女共同参画

社会の実現をめざした施策をより総合的かつ計画的に推進

するための指針として条例を制定しました。

Ｑ 条例には、
どのような
効果があるの？

条例の制定は、区の強い意思表明であり、区が率先して

男女共同参画社会の実現に取り組むことを宣言するもので

す。

また、男女共同参画社会の実現は、区のみで達成できるも

のではありません。

条例では、区や区民、事業者・地域団体の役割を明確に

することにより、各主体の積極的な取り組みを促し相互の

連携を図ることを位置づけ、男女共同参画社会の形成を協

力して進めることを規定しています。

さらに、計画の策定や進み具合を公表することで、区民の

皆さん一人ひとりの意識を高め、行動につなげていきます。

一人ひとりの意識の向上と
行動につながります

参 画 社 会男 女 共 同
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墨田区女性と男性の共同参画基本条例

Ｑ どのような
特徴があるの？

区内で起きた男女共同参画社会の実現を妨げる事柄につ

いて、区民等からの苦情を受け付けます。（詳しくはＰ 16

をご覧ください）

地域団体の責務を規定しています

墨田区は、昔ながらの下町の良さが息づくまちです。中

でも地縁団体の活動が積極的に行われてきました。しかし、

少子高齢化の進展や多様な価値観があふれる中、新たな課

題も多く出てきています。

現在、地域で活動する団体の長や役員は、ほとんどが男

性であり、今後、新たな課題解決のためには、女性も男性

も共に地域での意思決定をする場に参画し、解決に向けた

取り組みを共に考えていくことが必要となります。

地域で活動するすべての人が男女共同参画社会について

理解を深め、積極的な推進に努めることをめざし、地域団

体の責務を規定しています。

区民も行動して
いくことが
求められて
いるのね

住みよいまちづくり
には女性の意見も
必要だわ

苦情調整機関を設置します

職場でも
男女共同参画に
努めなくては
ならないわけだ

区、区民、事業者及び地域団体は、協働して
男女共同参画社会の形成に努めていきます

区民

事業者・地域団体

協 働
区
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区と地域とが協働
していかなくては…
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墨田区女性と男性の共同参画基本条例

Ｑ 条例名が「男女」ではなく
「女性と男性」
なのはなぜ？

性別による役割分担意識を

見直すきっかけとして

日常生活の中では、「男女」の言葉からも分かるように、

常に男性が先であるという社会的な慣習があり、それが性

別役割分担意識につながることもあります。

この条例では、女性と男性が常に「男女共同参画」を意

識し、考えるきっかけとなるように、名称を

｢墨田区女性と男性の共同参画基本条例｣としています。

Ｑ どのような事業を
行うの？

男女共同参画を推進するために
次の6つの施策を進めます

▼ 男女共同参画社会の形成に必要な調査研究や広報活動を

行います。

▼ 家庭・職場・学校・地域社会等での性別による役割の固

定化や差別的な取り扱いを受けず、一人ひとりが社会活

動の選択の自由が制約されることがないよう必要な施策

を推進します。

▼ 女性と男性が共に協力しあい、家庭や社会、地域活動等

の両立ができるように支援します。

▼ 学校教育や生涯学習、またあらゆる学習の場で男女共同

参画社会の形成に向けた取り組みができるように支援し

ます。

▼ ドメスティック・バイオレンス（DV）やセクシュアル・

ハラスメント等を防止し、これらの被害者を支援します。

▼ 事業者に対し、男女共同参画に関する必要な情報提供や

その他の支援を行います。
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苦情調整機関

苦情調整機関とは

区内で起きた男女共同参画社会の形成を妨げる事柄につ

いて、区民等からの苦情を受け付ける機関です。（「墨田区

女性と男性の共同参画基本条例」第14条）

苦情調整機関では、「墨田区男女共同参画苦情調整委員会」

を設置し、苦情の申出を適切かつ迅速に処理します。

苦情の申し出

区内（職場や地域）または区の事業や施策で不服がある

場合に苦情の申出ができます。

1 申出のできる苦情は

苦情の申出・相談・問い合わせは自治振興・女性課へ

問合せ・申込み（平成18年10月から）

事務局／墨田区地域振興部自治振興・女性課

男女共同参画推進担当（区役所5階）

〒130-8640 墨田区吾妻橋1-23-20

TEL 5608-6512・FAX 5608-6405

※郵送またはファクスでも申請を受け付けます。

（その際は事務局へご連絡ください。）

Ｑ どのようなことを申出できますか？

区内で男女共同参画を阻害すると思われる、職場や地域

また区の事業や施策等の苦情A

●職場でのセクハラ ●区の広報・出版物における
性別による役割を固定化す
る表現

●区の施策に関する苦情

申出の例

▼区内で起きた男女共同参画社会の形成を阻害すると

認められる事項

▼区が実施する男女共同参画推進に関する施策

3 費用

無料

次の項目は申出ができません

・裁判所において係争中、または判決等のあった事項

・法令の規定により、不服申し立てを行っているまたは

不服申し立てに対する裁決等があった事項

・区議会等に請願、陳情等を行っている事項

・苦情調整委員会の判断に関する事項

▼区内在住または在勤、在学の方

▼区内で事業活動を行う法人その他団体および個人

▼区内に活動拠点を有し地域活動を行う団体および個人

2 申出のできる人または団体

苦
情
調
整
機
関
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苦情調整機関

Ｑ プライバシーは守られますか？

苦情調整機関に携わる者には、守秘義務がありますので

申出人のプライバシーを公表することはありません。A

Ｑ 苦情調整委員会はどのように
苦情を処理してくれるのですか？

苦情調整機関の流れ図参照

笊事務局で苦情の申出を受け付けます。

笆苦情調整委員会で申出内容の審査を行います。

笳申出に関係する機関や区の関連部署に調査が必要な場合

は、調査の協力要請を行います。

笘調査結果に基づき助言・指導・是正の要請・意見表明等

を行います。

また、区の関連部署へは、このほかに是正勧告・改善意

見の提案を行います。

A

苦情調整機関の流れ図

区内で起きた男女共同参画社会の形成を阻害する事項が

あった場合に、苦情の申出ができます。

Ｑ 苦情調整委員会はどのような人で
構成されているのですか？

人格が高潔で、男女共同参画に優れた識見を有する方や

弁護士等で、区長が委嘱します。

委員会は 3人で構成し、申出について迅速かつ適正に処

理方法を検討します。

A

申出に
関係する
区民等

助言

指導

是正の要請

意見表明

苦情の申出

年次報告書

調査しない
場合処理結果通知

事
務
局
（
自
治
振
興
・
女
性
課
）

申出者

▼区内在住・在勤・
在学の方
▼区内事業者
▼区内地域団体

申出は1人から
できます

申出に
関係する

区の関連部署

助言

指導

是正の要請

意見表明

是正勧告

改善意見

苦情調整委員会
調査後

苦情調整
委員会

委員は区長から委嘱
を受けた学識経験者
で3人以内（2人以上
の出席で委員会開催）

で構成

申出の審査・調査・
処理等を行います

調査結果通知

調査開始通知
苦情調整委員会
調査後

苦
情
調
整
機
関

調査実施

笊

笆

笳

笘笘
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第1章　総　則

（目　的）

第1条　この条例は、男女共同参画社会の形成に関し、基本理念を定め、区、区民、事業者及び地域団体の責務

を明らかにするとともに、区の施策の基本的事項を定めることにより、男女共同参画社会の形成の促進に関す

る施策（積極的改善措置を含む。以下「男女共同参画施策」という。）を総合的かつ計画的に推進し、もって

男女共同参画社会を実現することを目的とする。

（定　義）

第2条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

(1) 男女共同参画社会　女性及び男性が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分

野における活動に参画する機会が確保され、もって女性及び男性が均等に政治的、経済的、社会的及び文化

的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会をいう。

(2) 区民　日本国籍を有するか否かにかかわらず、区内に在住し、在勤し、又は在学する個人をいう。

(3) 事業者　区内において事業活動を行う法人その他の団体及び個人をいう。

(4) 地域団体　区内において活動拠点を有し、地域活動を行う団体をいう。

(5) 積極的改善措置　第1号に規定する機会に係る男女間の格差を改善するため、必要な範囲内において、女

性又は男性のいずれか一方に対し、当該機会を積極的に提供することをいう。

（基本理念）

第3条　男女共同参画社会を形成するため、次の各号に掲げる事項を基本理念として定める。

(1) すべての人が性別による差別的な取扱いを受けず、その人権が尊重されること。

(2) すべての人が性別による役割の固定化をもたらす社会制度及び慣行を解消するように努めるとともに、一

人一人がその個性と能力を十分発揮し、自己の意思により社会における多様な活動を選択できること。

(3) 性別にかかわらず、すべての人が社会の対等な構成員として、あらゆる分野における活動の方針の立案及

び決定過程に参画する機会が確保されること。

(4) 性別にかかわらず、すべての人が相互の協力及び社会の支援のもとに、家庭生活及び社会生活、地域活動

等を両立できること。

(5) 学校教育、生涯学習その他のあらゆる学習の場において男女共同参画社会の形成に向けた取組がなされる

こと。

（区の責務）

第4条　区は、基本理念に基づき、男女共同参画施策を策定し、総合的かつ計画的に推進しなければならない。

2 区は、男女共同参画施策を推進するため、必要な体制を整備するとともに、財政上の措置を講じなければな

らない。

3 区は、男女共同参画施策を推進するに当たり、国及び他の地方公共団体と連携し、協力しなければならない。

（区民の責務）

第5条　区民は、基本理念に基づき、男女共同参画社会についての理解を深め、社会のあらゆる分野における活

動において、男女共同参画社会の形成を積極的に推進するよう努めなければならない。

条例文

墨田区女性と男性の共同参画基本条例

目　次

前　文

第1章　総　則（第1条―第8条）

第2章　性別による差別の禁止等（第9条）

第3章　基本的施策（第10条―第13条）

第4章　苦情調整機関（第14条―第21条）

第5章　墨田区男女共同参画推進委員会（第22条―第27条）

第6章　雑　則（第28条）

付　則

日本国憲法にうたわれている個人の尊厳と両性の本質的平等は、すべての

人に保障されている権利であり、その権利の実現は、私たち墨田区民の共通

の願いでもある。

墨田区は、中小企業や自営業者が多く、その中にあって女性は、事業経営に

積極的にかかわりつつ、家庭生活、地域活動等において重要な役割を果たし、

下町すみだの発展を支えてきた。

墨田区では、このような地域性を踏まえつつ、これまで男女共同参画社会の

形成に向けてさまざまな施策を着実に推進し、性別による差別の解消に努め

てきた。

しかしながら、現代社会には、家庭、職場、学校、地域社会等において性

別による固定的な役割分担意識やそれに基づく社会制度や慣行が、今なお存

在し、その解消が急務となっている。

また、本格的な少子高齢化の進展、家族形態及び雇用形態の多様化等に適

切に対応し、一人一人が輝くまちすみだとして発展していくためには、性別

を問わずその個性と能力を十分発揮できる機会が確保されることが重要であ

る。

私たちは、性別により差別されることなく、地域の中で、お互いの人権を尊

重し、女性と男性が共に責任を分かち合う男女共同参画社会を形成し、もっ

て個人の尊厳と法の下の平等を実現することを決意し、ここに、この条例を

制定する。

条
例
文
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条例文

2 区民は、区が実施する男女共同参画施策に協力するよう努めなければならない。

（事業者の責務）

第6条　事業者は、基本理念に基づき、男女共同参画社会についての理解を深め、その事業活動に関し、男女共

同参画社会の形成を積極的に推進するよう努めなければならない。

2 事業者は、区が実施する男女共同参画施策に協力するよう努めなければならない。

（地域団体の責務）

第7条　地域団体は、基本理念に基づき、男女共同参画社会についての理解を深め、その団体活動に関し、男女

共同参画社会の形成を積極的に推進するよう努めなければならない。

2 地域団体は、区が実施する男女共同参画施策に協力するよう努めなければならない。

（区、区民、事業者及び地域団体の協働）

第8条　区、区民、事業者及び地域団体は、協働して男女共同参画社会の形成に努めなければならない。

第2章　性別による差別の禁止等

（性別による差別の禁止等）

第9条　何人も、家庭、職場、学校、地域社会等あらゆる場において、性別による差別的な取扱いをしてはなら

ない。

2 家庭内等において、配偶者等に対する身体的又は精神的な苦痛を与える暴力的行為（以下「ドメスティッ

ク・バイオレンス」という。）を行ってはならない。

3 何人も、性的な言動により当該言動を受けた個人の生活の環境を害し、又は性的な言動を受けた個人の対応

により当該個人に不利益を与えること（以下「セクシュアル・ハラスメント」という。）をしてはならない。

4 何人も、公衆に表示する情報において、女性に対する暴力的行為を助長する表現その他の性別による差別を

助長する表現を行ってはならない。

第3章　基本的施策

（行動計画の策定）

第10条　区長は、男女共同参画施策を総合的かつ計画的に推進するための行動計画（以下「行動計画」という。）

を策定しなければならない。

2 区長は、行動計画を策定し、又は変更したときは、速やかにこれを公表しなければならない。

3 区長は、行動計画を策定し、又は変更するときは、区民、事業者、地域団体等の意見を反映できるよう適切

な措置を講ずるとともに、第22条に規定する墨田区男女共同参画推進委員会の意見を聴かなければならない。

（年次報告）

第11条　区長は、行動計画に基づく施策の実施状況について、年次報告書を作成し、区民に公表しなければな

らない。

（推進施策）

第12条　区は、男女共同参画社会の形成を積極的に推進するため、次の各号に掲げる施策を行うものとする。

(1) 男女共同参画社会の形成に必要な事項の調査研究、普及及び広報に関する施策

(2) 家庭、職場、学校、地域社会等において性別による役割の固定化又は差別的な取扱いを受けることにより、

社会活動における選択の自由が制約されることのないよう必要な措置を講ずる施策

(3) 女性と男性が、共に協力し合うことにより、家庭生活及び社会生活、地域活動等を両立することができる

よう必要な支援に関する施策

(4) 学校教育、生涯学習その他のあらゆる学習の場における男女共同参画社会の形成への取組に対する必要な

支援に関する施策

(5) ドメスティック・バイオレンス及びセクシュアル・ハラスメント等の防止及びこれらの被害者に対する支

援に関する施策

(6) 事業者に対する雇用の分野における情報の提供その他の必要な支援に関する施策

(7) 前各号に掲げるもののほか、男女共同参画社会の形成を促進するために必要な施策

（拠点施設）

第13条　区は、男女共同参画社会の形成に関し、区民、事業者、地域団体等による活動の支援、相談、情報収

集その他の男女共同参画施策の推進を積極的に行う拠点施設を設置するものとする。

第4章　苦情調整機関

（設　置）

第14条　区長は、次条第1項に掲げる事項について、区民、事業者及び地域団体（以下「区民等」という。）か

らの申出を適切かつ迅速に処理するため、墨田区男女共同参画苦情調整委員会（以下「苦情調整委員会」とい

う。）を設置するものとする。

（申出の範囲）

第15条　区民等が、苦情調整委員会に申し出ることができる事項の範囲は、次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 性別による差別等、男女共同参画社会の形成を阻害する要因によって人権が侵害されたと認められる事項

又は侵害されるおそれがあると認められる事項に関すること。

(2) 区が実施する男女共同参画施策又は男女共同参画社会の形成に影響を及ぼすと認められる施策に関するこ

と。

2 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる事項については、区民等は申出をすることができない。

(1) 裁判において係争中の事項又は判決等のあった事項

(2) 法令の規定により、不服申立てを行っている事項又は不服申立てに対する裁決等のあった事項
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(3) 区議会等に請願、陳情等を行っている事項

(4) この条例に基づく苦情調整委員会の判断に関する事項

（所掌事務）

第16条　苦情調整委員会は、区民等からの申出について、必要があると認めるときは、次の各号に掲げる事務

を行うものとする。

(1) 前条第1項に規定する事項に係る調査又は区民等に対する調査に係る協力要請に関すること。

(2) 前号の調査（前条第1項第 1号に規定する事項に係る調査に限る。）に基づき行われる関係者に対する助

言、指導、是正の要請及び意見の表明に関すること。

(3) 第 1号の調査（前条第1項第 2号に規定する事項に係る調査に限る。）に基づき行われる是正措置等を求

める勧告又は改善意見の表明及び当該勧告又は改善意見の公表に関すること。

（職務の遂行）

第17条　苦情調整委員会は、前条に規定する事務を行うときは、合議によりその決定を行うものとする。

（定数等）

第18条　苦情調整委員会の委員（以下「苦情調整委員」という。）の定数は3人以内とし、男女共同参画社会の

形成に関し優れた人格・識見を有する者のうちから、区長が委嘱する。

（兼職の禁止）

第19条　苦情調整委員は、衆議院議員若しくは参議院議員、地方公共団体の長若しくは議会の議員、政党その

他の政治団体の役員又は苦情調整委員会の公正な職務の遂行に支障が生ずるおそれがあると区長が認める職を

兼ねることはできない。

（委員の任期）

第20条　苦情調整委員の任期は2年とする。ただし、苦情調整委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者

の残任期間とする。

2 苦情調整委員は、再任されることができる。ただし、在任期間は、連続して2期を超えることができない。

（守秘義務）

第21条　苦情調整委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。

第5章　墨田区男女共同参画推進委員会

（設　置）

第 22条　男女共同参画施策を推進するため、区長の附属機関として、墨田区男女共同参画推進委員会（以下

「推進委員会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第23条　推進委員会は、次の各号に掲げる事務を行うものとする。

(1) 行動計画の策定又は変更及び男女共同参画社会の形成に関する重要事項について区長の諮問に応じ、調査

し、及び審議し、答申すること。

(2) 男女共同参画施策の実施状況について調査し、及び審議し、区長に意見を述べること。

（組　織）

第24条　推進委員会の委員（以下「推進委員」という。）は、15人以内とし、男女共同参画社会の形成について

学識経験を有する者、区民、事業者（法人その他の団体にあっては、その代表者）、地域団体の代表者等の中

から、区長が委嘱する。

2 推進委員は、女性又は男性のいずれかの一方の性が委員の総数の6割を超えてはならない。

（委員の任期）

第25条　推進委員の任期は2年とする。ただし、推進委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期

間とする。

2 推進委員は、再任されることができる。

（関係機関等への協力要請）

第26条　推進委員会は、必要に応じて、区民等その他委員以外の者に対し、推進委員会の会議への出席、意見、

説明又は資料の提出その他の必要な協力を求めることができる。

（部会の設置）

第27条　推進委員会に部会を置くことができる。

第6章　雑　則

（委　任）

第28条　この条例の施行に関し必要な事項は、墨田区規則で定める。

付　則

この条例は、平成18年 4月 1日から施行する。ただし、第4章の規定は、平成18年 10月 1日から施行する。
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